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別 紙 ３ 

平成２３年度北海道大学情報基盤センター共同研究成果報告書 

 

 １．研究領域番号  Ａ６ 教育情報メディア 

 

 ２．研 究 課 題 名  マンガを用いた高等教育の質的改善の検討 ―著作権教育を例に― 

 

 ３．研 究 期 間  平成２３年４月２７日 ～ 平成２４年３月３１日 

 

 ４．研究代表者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

牧野 圭一 

 

京都造形芸術大学・芸術学部・マンガ学科 教授  

 

 ５．研究分担者 

氏   名 所属機関・部局名 職  名 備  考 

中村 純 

 

広島大学・情報メディア教育研究センター 教授  

岡部 成玄 

 

北海道大学・情報基盤センター 教授  

布施 泉 

 

北海道大学・情報基盤センター 教授  

 

  

６．共同研究の成果 

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

 

本研究の目的は、高等教育における教育の質的改善としてマンガ（特に一コマと 4コマ）を用いることを提

案し、その効果を実証的に確認することにある。本研究では、マンガを用いた著作権教育を例にした教育実

践プロセスを具体的に提案するとともに、大学における教育の質的改善のためのマンガ活用について研究

交流を図る。マンガの教育現場における適用可能性は非常に広い。マンガの活用手法を研究することを通

して、当該学習に有効な学習手段を得る可能性がある。本研究では、具体的な著作権の教育実践のみなら

ず、マンガ家を含めた研究者と学校現場にいる教育者との研究交流を進めることで、情報教育一般におけ

るマンガの活用可能性，更には高等教育の教育一般におけるマンガの活用の可能性について検討を進め

た。 

本研究における平成 23 年度の具体的な成果は以下の通りである。 

 

【研究会等の開催】 

2012 年 

2 月 24 日 「漫画と情報教育」研究会 参加者 高校教員，韓国研究者等を含め約 20 人が参加 

3 月 21 日 「漫画と教育」講演会 （講師 エアーダイブ社長 田中宏明氏） 参加者約 15 人 

 

上記の研究会・講演会の詳細は、別途報告書を参照されたい。特に 2 月 24 日の研究会の特徴は、参加

者自身に漫画を描いてもらい、その内容を用いて議論を進める形で研究会を開催したことである。また、研

究会参加者と、一コマ漫画の情報教育への活用についての意義が共有できたことで、近隣の大学・高校等

と、今後、一コマ漫画を活用した情報教育の連携が検討できる状況となってきた。本研究会で、研究に広が

りを持たせる活動ができたことは幸いである。 
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（研究成果のつづき） 

 

3 月 21 日の田中氏の講演会では、ストーリ-漫画「義男の空」の開発の経緯と、当該マンガを制作する際

のグループでの創造活動における工夫と苦労等について、具体的な体験談を絡め、生々しく語っていただ

いた。本講演内容は、今後の一般教育におけるグループ活動を検討するための一つの契機になった。 

 

【一コマ・4 コマ漫画を用いた著作権教育の実践プロセス等の成果】 

１．北海道大学における情報教育における一コマ漫画の活用と著作権教育へのつながり（布施・岡部） 

単なる学習マンガではないマンガの使い方、つまり、教育におけるマンガ使用の視点を変えることを提

案する。具体的には、抽象的な 1 コマ、4 コマ漫画を用いることで、学習者の意識・知識・経験・興味等

を把握し、効果的学習を進めるための導入に用いる。 

   ・情報教育における著作権を連想させるマンガを学習者に提示する。 

   ・学習者の意識を調査し、認識の多様性について、結果を学習者に確認させる。 

   ・なぜ、そのように感じたかをグループで議論させ、内容について、改めて調べさせる。 

 

２．学習マンガの分析研究（中村） 

マンガはコミュニケーションのためのメディアの中で力を持っており、その力を教育に活用するために

何が重要かを、漫画の分類、キャラクターの特性等を分析することから検討した。 

 

３．キャラクターを特徴づける要素を検討することによる著作権教育の一考察（牧野） 

特徴的なキャラクターは、どのような要素によって人々に認識されるのか、まずは、ミッキーマウスを例

に考える。 

  ・目鼻がない単なる風船：それでも丸い耳でミッキーマウスを認識 

  ・実際にアニメーション等を作成するためのマニュアル等での描き方を実演 

・他のキャラクターでの描き方と比較し、何が当該キャラクターの特徴を、特徴づけているかを検討す

る。 

 

４．各種連携教育の推進の可能性の検討 

上記の研究代表者、研究分担者のそれぞれの成果を活かし、連携した具体的な教育プログラムにつ

いての検討を進めている。 

 

【関連の成果発表等】 

1．４コママンガを用いた情報倫理意識の調査 

  布施泉，岡部成玄，孫亜男，中村純，牧野圭一 

  教育システム情報学会第 35 回全国大会講演論文集，372-373(2011). 

 

2．北海道大学における全学教育としての情報教育 

  布施 泉，岡部 成玄 

  情報処理学会誌，Vol.52，1341-1345 (2011). 

 

3．マンガを用いた情報倫理教育の実践と評価 

  布施泉，岡部成玄，中村純，牧野圭一 

  日本情報科教育学会第 4回全国大会講演論文集，54-55 (2011). 

 

上記の１，３の研究は、作者の意図が凝縮された抽象的な1コマ/4コママンガから、学習者に問題意識を

推察させ、学習者が感じる多様性を学習者自身に確認させるための基礎調査報告である。問題意識の多

様性を確認させた上で、協調的な学習を通し、問題解決を図る学習構成を展開するための一助となる成果

である。上記の研究結果により、私たちが行ってきた一コマ漫画を教育活動に活かしていくことが学習を定

着させるために効果的であることが期待される。今後は、効果的な学習プログラムについての検討を行って

いく。また、研究者と近隣の教育者が連携して漫画を教育に活用していけるための場の形成のあり方につ

いても検討を行い、教育・研究活動に資する所存である。 


